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研究背景 I
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研究背景 II 

目 的

1. 道路塵埃中のマイクロプラスチック濃度把握

2. プラスチック添加剤をトレーサーとしたマイクロプラスチックの起源解析



*http://www.mlit.go.jp/road/census/h27/

July 2017
n = 16

道路塵埃の採集（沖縄・熊本）

Aug. 2017
n = 12
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ふるい分け・重液分離
(60% NaI solution, 1.8 g/cm3)
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マイクロプラスチック 添加剤

試料と方法



道路塵埃中マイクロプラスチックの同定
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沖縄と熊本の道路塵埃中マイクロプラスチック濃度分布

（pieces/kg）
平均値 ： 68
中央値 ： 40
濃度範囲 ：0-280

（pieces/kg）
平均値 ： 96
中央値 ： 60
濃度範囲 ：20-260



道路塵埃中マイクロプラスチック濃度と車両通行量との関係
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路面標示とその劣化過程

一部劣化した路面標示



路面標示の材質と含有添加剤
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2-Ethylhexyl diphenyl phosphate Bis(2-ethylhexyl) phthalate 2-Hydroxy-4-(octyloxy)benzophenone



路面標示と道路塵埃中マイクロプラスチックに含有する添加剤の組成比較

D



ま と め

1. 道路塵埃中のマイクロプラスチック濃度分布は、車とその通行に関する
要因が関係している。

2. プラ製品およびマイクロプラスチックには多様な添加剤が含まれており、
その組成には特異性がある。

3. プラスチック添加剤の組成をトレーサーに、道路塵埃中マイクロプラス
チックの起源推定が可能であると考えられた。
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